
郷土資料館 ふるさと講座・自然系第１回目の様子

野付の高層湿原の花と野鳥の観察会

と き 令和 5年 7月 8日（土）

午前 9時 30 分～12 時 30 分

と こ ろ 野付半島

講 師 NPO 法人野付・エコ・ネットワーク

代表 藤井薫 氏

参 加 者 数 8名

ネイチャーセンターで講師よりレクチャーを受けました。野付半島内にある高層湿原の成り立

ちやそこに自生する植物や生息する野鳥についての説明を受けました。小規模な湿原はかつては、

見向きもされなかったが、野付・風蓮が国立公園指定の動きがあり、注目されてきている。

レクチャーの後、車にて移動、野付崎灯台駐車場で降車し、一本松間の高層湿原を歩きながら

の観察会となりました。エゾシカの群れやタンチョウのつがいをまじかに見ながら湿原に咲く植

物などを観察しました。また、オジロワシの大きな巣を遠目から観察し、野付半島の豊かな自然

を観察することが出来ました。

観察した植物と野鳥

〇野鳥：タンチョウ（2）・オジロワシ（1）・チュウヒ（2）・カッコウ（1）・ヒバリ（1）アオサギ

〇植物：ワタスゲ・サギスゲ・ミズゴケ・モウセンゴケ・ガンコウラン・イソツツジ・コケモモ

●参加者の感想

・野付半島のほんの表面しか知らなかったと思いました。今日の観察会はとても有意義であったものでした。湿原

の奥の深さ、見た事のないモウセンゴケなど、有難うございました。

・低層湿地にノハナショウブの花が咲いて、高層湿地でモウセンゴケ、ワタスゲなどの植物がある。湿原の違いで

咲く植物があるということがわかった。

・寒くもなく、観察に良い一日でした。湿地ではミズゴケ、モウセンゴケ、ワタスゲを見れました。チョウヒ、野

鳥も飛んでいました。タンチョウもいました。ありがとうございました。

・湿原は知れば知るほど興味深く、好きになります。懸命に生きている小さな草花、昆虫に会えてとても心がなご

みました。一般では入れない奥地まで案内していただけただけで大変うれしい企画でした。ありがとうございまし

た。

・身近にありながら、全く知らなかった自然を直接体験できて良かったです。案内がなければ決して行かない場所

ですね。もっと知りたいと思いました。藤井先生ありがとうございました。

・野付半島先端部の貴重な湿原環境に入り、多くを見られて良かったです。また、開催してください。


